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第二期大阪府がん対策推進計画アクションプラン  がん検診の充実
主体 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

支援市町村
の拡大

検診不足地域毎
の解決案の作成
→受診機会の統

内視鏡検診についての
実態把握・手法の検討

国が内視鏡検診についての
ガイドラインを公表（予定）

職域への具体的アプローチ調査実施・結果分析・協力依頼職域への調査方策検討
職域について、保健所地域・職
域協議会での議論可否検討

対象者名簿活用
市町村へ働きかけ

市町村組織型検診
実施状況調査

重点対象者層の
設定・部会了承

市町村への働き
かけの方法検討

重点対象者層の周知
市町村への働きかけ

重点対象者層の周知
市町村への働きかけ

結果報告用紙の
あり方・活用法の検討

ネットワーク協議会の活用

◆２６年度提案内容の取組評価

◆地域毎の解決案の実行に

向けた調整

（27年度以降、精度管理Cが

地域別に順次フォロー）

ネットワーク協議会の活用
◆一次検査機関不足地域の解消

に向けたアプローチ

府内市町村での
統一化を目指した
様式モデルの完成

市町村毎の課題を
明らかにし技術支援

（例：Ⅹ市町村）

市町村毎の課題を
明らかにし技術支援

（例：Ｙ市町村）

市町村への継続支援

（例：Ⅹ市町村）

ネットワーク協議会の活用
（地域へのアプローチについて

既存の社会資源を活用）
◆精検・治療で転院を繰り返しても、病院

間で、市町村がん検診受診者である旨

を引継ぎ、治療結果を市町村へ報告する

ルール浸透

◆ガイドラインを遵守した診断の徹底

◆一次機関不足地域については、地域毎

に解決案を提示

⇒拠点病院が受け皿となる

⇒結核検診機関を活用した受け皿拡大

⇒車検診が必要な検診部位の検証

研修会等による
ⅩY市町村への
取組実績のＰＲ

市広報等による
取組効果の周知

（統計資料の作成支援）

精度管理システムを
活用し、市町村毎に
成績分類し、周知

市町村毎の課題を
明らかにし技術支援

（例：Ｚ市町村）

市町村への継続支援

（例：Ⅹ市町村）

市町村への継続支援

（例：Ｙ市町村）

精検・治療結果が
市町村へ報告される

ルールの浸透

◆市町村担当者の追跡業務に

要する負担の軽減

◆精度管理作業の迅速化

指導・助言方法の確立

◆標準方式の策定

◆個人情報保護提供の法的整理

◆がん登録データ活用事業の

一般化

◆組織型検診体制の精度管理

部門における体制確立 一次検診機関用
自己チェック

マニュアル作成

検診機関の
検診技術の
精度向上

一次検診機関が
自己チェックによる
精度管理を実施

市町村がん検診
精度管理

（マネジメント）向上
一次検査機関へ

個人別の
精密検査結果送付

全市町村が、がん検診事業
について、自ら地域診断でき
る環境の実現

精度管理が
今なお不充分な
市町村へ注力

市町村が自ら
地域診断できるよう

側面支援

一次機関の医療圏別キャパ調査

Ｈ２５年度 一次： 胃（X線・カメラ） （指針改定準備）

精検： 大腸内視鏡

Ｈ２６年度 一次： マンモ（全域）

精検： コルポ

精検機関の医療圏
別での把握に向けた

調査内容の検討

関係機関との調整

調査実施
とりまとめ

組織型検診体制整備
全市町村で

コールリコール実施

◆全部位実施ではない

◆府設定の重点層への勧奨

◆クーポン事業での実施も対象

関係機関への
働きかけ

市町村への
働きかけ

受診機会の確保策
（受診率向上に貢献）

様式を統一することによりどこ

の検診機関でも受診できる環

境の足掛かり

高齢者の検診のあり方
の検討開始

高齢者の検診のあり方
の方向性をまとめる

市町村や関係機関に対する周知など、必要な事項は
がん検診・診療部会でオーソライズを得る

関係機関との調整

研修会等による
Ⅹ市町村への
取組実績のＰＲ

成績分類の見直し等
（取組効果の検証等）

支援市町村
の拡大

導入市町村の
モニタリング


